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研究成果の概要（和文）：視覚情報処理の初期段階を反映するP100と顔認知過程を反映するN170を用い、経験や
トレーニングによるおもてなしの熟練が表情認知過程にもたらす変化を検討した。接客業に携わっている女性
（おもてなし群）と接客業に関わったことのない女性（コントロール群）について、無表情の顔、笑った顔、怒
った顔を提示した際のP100成分ならびにN170成分を比較検討した。左右後頭部に明瞭にみられたP100成分に関し
て、その最大振幅はコントロール群に比べおもてなし群で有意に大きくなっていた。これらの結果から、経験や
トレーニングによるおもてなしの熟練が表情認知過程の早い段階に変化をもたらす可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the emotion perception process based on 
expertise in Japanese hospitality (OMOTENASHI). Forty subjects were divided into an OMOTENASHI group
 that worked at inns that were considered to represent the ideals of OMOTENASHI, and a CONTROL group
 without experience in the hospitality industry. We presented neutral, happy, and angry faces to 
investigate P100 and N170 ERP responses. Regarding ERPs, the maximum amplitude of P100 was 
significantly larger for a neutral face at the right occipital electrode in the OMOTENASHI group 
than in CONTROL group.However, the peak latency and maximum amplitude of N170 were not significantly
 different between the OMOTENASHI group and CONTROL group at both temporal electrodes for each 
emotion condition.
Differences in P100 in the OMOTENASHI group suggest that workers at inns may more quickly notice the
 facial emotion of guests due to their hospitality training, and/or that hospitality expertise may 
increase attention to emotion.

研究分野： 神経生理学　
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研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の研究によって、経験やトレーニングによって表情認知メカニズムが変化することが示された。この結果に
より、対人コミュニケーションにおける経験やトレーニングを客観的評価することができることに加え、表情認
知が不得手である発達障害の方々の病態解明や治療に応用できる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

顔認知を反映する脳活動に関する研究では、怒った顔に対する特殊性が報告されている。しか

し、当方の研究では、笑った顔に対する特殊性が示唆されている（Miki et al., 2011: Clinical 

Neurophysiology）。このように、表情認知メカニズムの詳細は未だ明らかでなく、その詳細を

解明することが対人コミュケーションへ応用するためにも必須であると考えてきた。表情認知

過程は年齢によって変化することが知られているが、この変化は、生まれてから他者との接点が

多いという経験や他者との接点において無意識的に表情を読み取ろうとトレーニングしている

ことによって生じたものではないかと推測される。そこで、経験やトレーニングを積んでいる人

とそうでない人を比較検討することで、表情認知過程の詳細を検討できるのではないかと考え

た。 

 

２．研究の目的 

顔認知に関する研究では、その認知過程の時間的動態を検討するのに脳波が有用であるが、顔

認知過程を反映した成分として N170 成分が有名である。また、あらゆる視覚刺激を提示した際

にみられる視覚情報処理の初期段階を反映したものに P100 成分というものがある。これら

N170 成分ならびに P100 成分は、表情の種類によって変化することが知られている。そこで、

表情を伴う顔を提示した際にみられる視覚情報処理の初期段階を反映した P100 成分ならびに

顔認知過程を反映した N170 成分を指標として、経験やトレーニングによるおもてなしの熟練

がもたらす表情認知過程の変化を検討した。 

 

３．研究の方法 

健常成人女性 40 名を被験者とし、蒲郡市の温泉宿泊施設で接客に携わっている（経験やトレ

ーニングを積み、おもてなしの熟練した人と考えられる）21名（平均年齢 50.5 歳）のおもてな

し群と接客業に携わったことのない（経験やトレーニングに乏しく、おもてなしの熟練した人と

は考えられない）19名（平均年齢 50.4 歳）のコントロール群の 2群に分けた。用いた画像刺激

は、（1）無表情の顔、（2）笑った顔、（3）怒った顔であった。これらの表情を伴う顔画像はそれ

ぞれ日本人男女 3人ずつの画像であり、ATR プロモーションが作成したものを使用した。これら

の表情を伴う顔画像を提示した際の脳波を計測し、加算平均法を用いて、画像提示した際に左右

後頭部の脳波電極で明瞭にみられる視覚情報処理過程の初期の段階を反映した P100 成分と、左

右側頭部の脳波電極で明瞭にみられる顔認知過程を反映した N170 成分をそれぞれの群で比較検

討した。それぞれの脳波成分の最大振幅と顔画像提示後から最大振幅になるまでの頂点潜時を

解析対象とした。 

 

４．研究成果 

すべての被験者でそれぞれの表情を持つ顔画像を提示した際に、画像提示後約 125 ミリ秒後

に左右後頭部における電極で明瞭な P100 成分がみられた。この P100 成分の頂点潜時では、それ

ぞれの群の間で有意な差はみられなかった。一方、P100 成分の最大振幅では、おもてなし群で

コントロール群に比べ有意に大きくなっていた。特に、無表情の顔に対しては、右後頭部の電極



において、また、怒った顔に対しては、左右後頭部の電極において、おもてなし群の P100 成分

が、コントロール群に比べ有意に大きくなっていた。また、すべての被験者でそれぞれの表情を

持つ顔画像提示した際に、画像提示後約 190 ミリ秒後に左右側頭部における電極で明瞭な N170

成分がみられた。N170 成分に関しては、頂点潜時ならびに最大振幅は、それぞれの群の間に有

意差はみられなかった。加えて、コントロール群において、無表情の顔に対する右側頭部の T6

電極における N170 成分の最大振幅は、左側頭部 T5 電極に比べ有意に大きくなっていた。今まで

の研究で P100 成分は選択的注意によって、その振幅が増幅することが示されている。今回の研

究では、被験者には表情を伴う顔に対して意識的に注意を向けるような課題は課していない。よ

って、今回の結果から、おもてなしの熟練をもたらした経験やトレーニングによって、無意識に

無表情の顔ならびに怒った顔に注意が向き、表情認知過程の初期段階に変化が生じた可能性が

あると考えられる。 
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